




























































１１月の指導案の検討会には，現場校の共同研究者にも参加いた ● ● ● ●
だき，指導案の検討を行った。松原教員より指導案に関する提案が ● ● ● ●










１２月の研究授業撮影では，松原教員より「箱に詰めたミカンの ● ● ● ● ●
個 数 を 求 め る に は ど う す れ ば い い だ ろ う 。」（ 右 図 参 照 ） と い う 課 ● ● ● ● ●
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最後に助言として，問題解決の過程として，
・問題を１つの方法で解ける。
・問題を複数の方法で解ける。
・問題を適切な方法を選んで解ける。
があることと，全体から部分を引く考え方は中学校の数学にまでつながることを例に挙げ，
系統性を大切にしていくことの有用性を示した。
なお，今年度の２月または３月に，研究参加者たちと協議を持ち，今年度の総括を行い，
来年度どのように実施していくかについて意見交換を行いたいと考えている。
成果と課題
今年度は附属小学校と大学側の主担当者がいずれも変更したため，共同研究の概要がつ
かめずスタートが遅くなってしまった。ただその分，前述したように打ち合わせも含めて
これまで以上の回数の交流を持つことができた。今後研究を継続し，質的に向上させてい
く上での下地ができたものと考える。ただ，附属小学校以外の先生方の教育実践に大学教
員も参加し, 授業改善や授業についての情報交換を行う取り組みは，日程調整などの関係
から, ほとんど実施できなかった。今年の研究を広げていく観点から，参加教員の負担を
大きくしないように大学教員の取り組み方などを改善しつつ，それぞれの学校における算
数教育の課題等を明らかにしながら円滑な支援を進めていきたい。そのため来年度以降も
本研究を継続し，今回の反省を生かして改善していきたいと考える。
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